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～在宅医療介護連携について～

Q 突然ですが、もし皆さんが次のような状況に直面したとき、どうしますか？

高齢者の夫婦
　二人暮らしで…

妻が５０代でリウマチ発症
最近悪化してきて…
歩行も難しくなってきた

よし！僕が家事を頑張ろう
介護も大丈夫！！

今までどうにか
過ごしてきたが

最近、僕自身も腰痛が悪化して
動けない。全てはできないな…

できない部分を
手伝ってもらえない
かな…

夫婦ともに７５歳
子どもや孫は県外在住

妻の介護
調 理

買い物

掃 除

洗 濯

転倒したことがきっかけで
　閉じこもりがちに…

簡単な運動や
人と話しができるような
集まりがないかな・・・

１人は少し
さみしいな…

出かけるのがめんどうだな

体力も落ちてきて動くのが
きつくなってきたな

食事は出前もあるけど

誰かと話がしたいな…

１０年前からひとり暮らし
自分の時間を過ごせる
のは楽しいけれど…

ひとり旅
ひとり町ブラ

ひとり温泉

ある日、外出時に
階段から転倒

腰も足も痛いし
しばらく家で
過ごそう

TV

７０歳、ひとり暮らしの男性

　例1の男性は、転倒を機に日常生活での活動に
消極的になってしまい、気力や体力が低下してい
るような状態で、このままの生活を続けていくと
住み慣れた家で生活することも難しくなるかも
しれません。
　例2では、最初は夫が「妻の分も頑張ろう！」と
意気込んでやってきたものの、すべてを一人で抱
え込んでしまい負担が大きくなっている状況で
す。また、体の調子も良くなく、夫自身もできない
部分が出てきています。
　対応としては、適切な医療を受けつつ介護予
防教室や、地域で行われている住民主体の集い

の場へ参加すること、または介護保険サービス
などを利用するなどの方法が考えられるかと思
います。しかし、これをスムーズに繋げていくた
めには医療と介護、生活支援・介護予防の連携が
不可欠で、長与町では医療と介護（介護予防）の連
携推進に取り組んでいます。
　そして、高齢者の日常生活での困りごとや、い
ざという時の最初の相談窓口となっているのが
役場介護保険課内にある「長与町地域包括支援セ
ンター」です。ぜひお気軽にご相談ください。
　次回は、知っておきたい「在宅医療介護連携に
ついて②」です。お楽しみに！

例1

例2

ふくし通信

12月３日から12月９日は「障害者週間」です。

健康テラ健康テラスス
くも膜下出血について 長崎北徳洲会病院

鬼塚　正成 先生

　くも膜下出血を語る上で私にとって忘れえぬ患
者と言えば私の父です。医師になって3年目、父が突
然の激しい頭痛がして嘔吐していると母から電話
がありました。CTが撮れる病院をすぐに受診するよ
う母に伝えた1時間後に先輩の脳外科医から電話が
あり、「くも膜下出血だった、しかもタクシーを降り
てから歩いて病院まで来られたよ。」しまった、まさ
かタクシーで病院に行くとは思ってもいませんで
した。「ご近所に心配をかけるし、商売もしているか
ら店主が倒れたとなると良くないとお父さんが言
うもんだから。」こういう時こそ、救急車を呼ぶべき
なんだと母に説教しても始まりません。幸い父は2
か月後に社会復帰しました。当時は開頭クリッピン
グ術しかありませんでしたが、現在は開頭せずにカ

テーテルを使って瘤内にコイルを詰める治療が主
流です。脳血管障害はある日突然症状が出現しま
す。まさかと思っても突然の嘔吐を伴う今まで経験
したことのない頭痛が出た時は、くも膜下出血を
疑って救急車を呼んでください。心配な方は脳ドッ
クを受けてみられてはどうでしょうか。仮に瘤が発
見されたとしてもすぐに手術を受ける訳ではあり
ません。直径5mm未満の瘤が見つかることが多く、
定期的に脳外科外来でＭＲＩを撮影して経過をみ
ていきます。当然、血圧の管理、ストレスを溜めな
い、便秘の管理が重要になります。脳血管障害の中
で唯一、事前に検査して予防できるのはくも膜下出
血です。

こぶ
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　毎年 12 月３日から９日までの１週間を「障害者週間」と定めて
います。
　国民の間に広く障害者の福祉についての関心と理解を深めると
ともに、障害者が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に
積極的に参加する意欲を高めることを目的としています。
　障害者週間の行事として、「第 22 回長崎県障害者芸術祭」が南
島原市にて開催されます。

問 	長崎県障害者社会参加推進センター　☎ 842-8178
時���１2月 4日㊐１3時～16 時　
所��ありえコレジヨホール
内���ステージでの演目、合唱（障害のある人・ない人の競演の共演）、
作品展

料����無料　　
申����要事前予約
　			申込み方法については、長崎県障害者社会参
加推進センターのホームページにてご確認くだ
さい。

〆��11月 25日㊎
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